
動的解析による架道橋付近に 
おける振動低減対策の研究 

A Numerical Estimation Model for the Countermeasure Effect Against 
Ground Vibration from an Over-road Railway Bridge 

【概要】 
 盛土区間の架道橋付近は盛土と橋台・桁の構造物境界であり、バラ
ストの支持剛性の変化点であるほか、軌道の沈下などが生じやすい施
工上、保守上の弱点箇所でもあります。 
 そこで、動的解析モデルを用いたパラメータースタディにより、架道
橋付近におけるバラスト直下の支持剛性の変化などによる地盤振動
への影響や振動対策工の効果を評価しました。 

【特徴】 
 地盤振動の加振力を計算するモデルと鉄道構造物から沿線地盤
への振動伝播を計算するモデルの2種類のモデルの組合せにより、
架道橋付近におけるバラスト支持剛性の変化の影響や振動対策工の
効果を評価しました。 

【用途】 
 動的解析モデルにより軌道の支持剛性などの影響を事前に把握
することで、振動対策工法を適用する際の判断資料になります。 

桁 橋台 盛土 

バラスト ・ バラストを支持する部分の
剛性が急変 

・ 境界部の盛土内部の変状に
伴う軌道不整の進行 

架道橋付近における 
地盤振動への影響要因 

 その結果、 
○作成したモデルにより実測結果をおおむね再現できる 
○盛土の改良により加振力・地盤振動ともに低減する傾向がある 
○橋台背面盛土部での軌道沈下量が大きい場合には加振力と地盤
振動のいずれもが大きくなる 

ということなどが確認できました。 
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検討に用いた解析モデルの基本構成 
加振力モデル(1)の解析結果に基づいて伝播系モデル(2)への入力を重み付けし、沿
線地盤における振動への影響を計算します 

(1)加振力モデル (2)伝播系モデル 
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橋台から2mの範囲が軟弱 

橋台から2mの範囲が堅固 

盛土全体が堅固 

軌道沈下量(軟弱なケースのみ) 

沿線地盤振動への影響の計算結果の例 

近接軌道中心から 
25mの位置 

加振力モデルの計算結果の例 

入力を重み付け 

伝播系モデルの計算結果の例 
(標準ケースとの振動加速度レベル差) 

・路盤ばね変更 
・軌道不整設定 
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